
































With the aim of collaboration with multidisciplinary between educational practices in food
― Protection from Survey and food-education practice ―
キーワード：食教育，幼児期，生活習慣，保護者
Abstract：Today, the study of food education what you aimed at establishment of desirable eating 
habits that underlie the life stack or eating experience that depending on the stage of development 
of the mind and body from childhood is an urgent need. In this study, was carried out on an ongoing 
basis and eating teaching how to select food for nursery school children. It was carried out survey 
on food even for parents at the same time. Subjects were 48 people their parents and 4-year-old 
nursery school. Awareness of food guardian is changed by before and after the intervention of food 
education to kindergarteners. By performing food education in kindergarten, understanding of the 
parents for the “food” deepens has been suggested. In terms of the future, nursery dietician was 
positioned about healthy eating as part of the childcare actively surrounding the children, that both 
parents have a mutual relationship is required. 
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毎日食べる 週５〜６日食べる 週３〜４日食べる 週１〜２日食べる 食べない
介入前 88.5 0.0 7.7 3.8 0.0 
介入後 86.2 6.9 3.4 3.4 0.0 
表３　栄養，食生活問題への関心の有無
かなりある ややある どちらでもない ややない まったくない
介入前 19.2 61.5 15.4 0.0 3.8
介入後 13.8 69.0 17.2 0.0 0
表４　食事中のしつけの有無
毎日する ときどきする あまりしない
介入前 50.0 42.3 7.7
介入後 55.2 41.4 3.4 
表５　こどもと食べ物の栄養についての会話の有無
毎日食べる 週５〜６日話す 週３〜４日話す 週１〜２日話す 月２〜３日話す 月１日以下 話さない
介入前 11.5 7.7 19.2 23.1 23.1 7.7 7.7




介入前 26.9 19.2 53.8
介入後 51.7 0 48.3 
表７　保護者自身の栄養知識の有無
かなり知っている やや知っている どちらでもない やや知らない 知らない
介入前 19.2 61.5 3.8 11.5 3.8
介入後 20.7 72.4 0.0 6.9 0
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Ⅳ．考察
　園児に食べ物に興味を持ってもらい正しい選択能力
を付けることをテーマに短期集中型の食教育を実施し
たことによって，食教育介入前後によって保護者の意
識に変化が見られた。
　食教育を実施することによって，園児自身も「食」
への興味を持ち，幼児の食生活や保護者自身の食生活
に対する意識等に影響を与えていることが介入前後の
アンケート調査によってわかった。
　園児と正しい食生活習慣について話をする保護者が
増えたことについては保育生活の中で園児が保護者に
学んだことについて話をしていたことが考えられる。 
　また，今回のアンケートでは，保護者自身の朝食欠
食率が十数％と低いことや保護者自身の栄養の知識の
ある人が約8割もいることから保護者の食意識は高い
傾向にあったため，保護者が栄養教育に興味を持ち，
園児にいろいろと聞いていたことも考えられる。この
ことにより，園児へ栄養教育を行うと家庭内で食に対
する親子間の会話が増加する傾向にあることが考えら
れる。また，会話の増加により，保護者の意識がさら
に向上され保護者の勉強会への意識につながったので
はないかと考えられる。また，介入前には勉強会に
「参加したくない」と答えていた食教育に対して消極
的な保護者も，園児の影響を受け食教育について興味
を持ち始めたのではないかと考えられる。
　これらのことより「食」に関する意識の高い保護者
に対しては，園児への栄養教育を実施するだけで，さ
らに意欲を高める効果があると考えられる。さらに視
覚的媒体といった食育たよりや栄養たよりといったパ
ンフレットや料理教室の開催など保護者自身への情報
提供やスキルアップを図る栄養教育を実施することに
よってより効果的な食教育が可能になるかもしれない
と感じる。
　これからの課題として平成21年４月より施行された
新保育所保育指針の第５章「健康及び安全」には，食
育の推進が盛り込まれている。食を通したこども自身
の健康づくりの啓蒙活動は行政や教育機関においても
進められてはきているが，より積極的に取り組む必要
があると思われる。保育活動の中で進めていくために
は，食教育を「保育の一環」として位置づける必要が
ある。そうでなければ教育的な効果は期待できないと
思われる。重要なことは保育全体を見渡した保育目標
の達成項目の中に食を位置付けた上で保育の計画に基
づいて食育活動を行っていくことである。同時に職員
全体で統一理解をしておくことが重要になるため，保
育者，栄養士，調理師（員）と連携を図り，職員間で
話し合える環境づくりが望まれると示唆される。工
藤（2013）は，保育所内で食教育についての話し合い
をどの職種とされているかでは，59％が保育士と栄養
士と回答し，食教育の内容についても栄養士に相談し
ていると回答している。保育士と栄養士が食教育に関
するコミュニケーションを密に連携すれば，食教育に
関する方向性が見えてくることが示唆される。食教育
に対してどのような捉え方をして対応をするかの点
で「好き嫌い」のような個人的な対応が要求されるこ
とに対し，保育士は「美味しそうに見せて食べる」一
方，栄養士は「調理法を工夫する」という点でそれぞ
れの特質を生かした体制の利点が発揮されているとい
う報告は興味深いものである。毎日の給食の提供は，
食育の場となり，生きた教材としても使用できる。園
児に対する食教育には保護者の食習慣や食事に対する
意識，指導性が大きく影響する，言い換えれば，幼児
期の食は保護者に依存しているからである。食教育
は勉強会を通して保護者の方に伝える必要がある。健
康で生活を続けていくためには，食べ物を選ぶことの
できる知恵が大切である。親子がともにバランスのと
れた食事を考え，自分たちの体を守っていくという
知恵を持ちたいものであると考えられる。また，心か
ら「食べることは楽しい」と言えるこどもたちに育つ
よう積極的に保育士・栄養士・保護者といった相互の
関わりを持つことが求められるのではないかと思われ
る。
Ⅴ．まとめ
　今日では，幼児期からの心身の発達段階に応じた食
体験の積み重ねや生涯の基礎となる望ましい食習慣の
定着をねらいとした食教育内容の検討が急務とされて
いる。本研究では，保育園児に対して食品の選び方を
食教育指導とし継続的に実施した。同時に保護者に対
しても食に関する意識調査を実施した。対象は保育園
４歳児およびその保護者48名とした。園児への食教育
介入の前後によって保護者の食に対する意識の変化が
見られた。園児に食教育を行うことにより，保護者へ
の「食」に対する理解が深まることが示唆された。今
後，こどもをとりまく積極的に保育士・栄養士が保育
の一環として食育を位置づけたうえで，保護者とも相
互の関わりを持つことが求められる。
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